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Ⅰ　

地
域
を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題

　
　
　
　
―
―「
伝
統
の
創
造
」
か
ら「
統
治
の
創
造
」
へ

国
民
国
家
（N

ation-State

）
と
い
う
概
念
が
、
近
年
さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
批
判
を
浴
び
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
経
済

を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
国
家
は
統
治
機
構

と
し
て
の
有
効
性
を
大
き
く
衰
退
さ
せ
た
。
民
族
意
識
や
ロ
ー
カ
ル

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
覚
醒
は
、「
国
民
」
共
同
体
の
ま
と
ま
り

に
疑
念
を
強
め
た
。
そ
し
て
国
民
国
家
は
、
壮
大
な
歴
史
的
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
い
ま
や
役
割
を
終
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
さ
え

い
わ
れ
る
。

後
景
に
退
き
つ
つ
あ
る
国
民
国
家
に
代
わ
っ
て
、
現
在
お
お
い
に

注
目
を
浴
び
て
い
る
の
は
、「
地
域
」
の
枠
組
み
で
あ
る
。
地
域
は
、

国
民
国
家
へ
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
よ
り
正
統
な
政
治
行
政

的
権
威
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
で
あ
る
と
自
己
を
規
定
し
、

実
際
多
く
の
国
々
で
分
権
化
を
経
て
政
治
行
政
的
統
治
単
位
と
し
て

の
地
位
を
高
め
て
い
る＊

１

。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
下
で
統
合
が
進
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
こ
の

よ
う
な
「
地
域
の
浮
上
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
潮
流
の
代
表
的
事
例
で
あ

る
。
政
治
行
政
的
に
は
、
国
家
で
は
対
応
で
き
な
い
、
よ
り
市
民

に
近
い
単
位
へ
の
権
限
の
再
配
分
が
必
要
と
い
う
考
え
が
（「
補
完

性
原
理
（subsidiarity

）」）、
Ｅ
Ｕ
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
書

「
領
域
性
」
と
地
域

―
―
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
地
域
開
発
と
公
的
金
融
か
ら
の
接
近

伊
藤　

武

 
特
集
―

１   

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
在
―
―
国
民
国
家
の
内
と
外
で

き
込
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
の
政
治
社
会
秩
序
構
築
の
編
成
原
理
と

化
し
た
の
み
な
ら
ず
、
国
家
よ
り
も
地
域
を
配
分
対
象
と
す
る
「
構

造
基
金
（Structural Fund

）」
を
通
じ
て
実
際
の
政
策
的
成
果
の

裏
付
け
を
獲
得
し
て
き
た
。
各
国
レ
ベ
ル
で
も
、
憲
法
に
補
完
性
原

理
を
組
み
込
み
、
州
な
ど
広
域
自
治
体
（Region

）
や
基
礎
自
治
体

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
社
会
文
化
的
に
も
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
覚
醒
が
、
従
来
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
限
ら
ぬ
形
で
拡
が
る
な
か
で
、
言
語
・
教
育
面
で
地
域
の
多
様
性

を
認
め
る
よ
う
な
政
策
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら

政
治
行
政
的
・
社
会
文
化
的
側
面
が
共
鳴
し
た
結
果
、
政
党
政
治
の

世
界
で
も
、
従
来
中
心
で
あ
っ
た
全
国
政
党
に
対
抗
し
て
、
イ
タ
リ

ア
北
部
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
多
く
の
地
域
で
、
独
自
の
地
域
政

党
が
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
例
も
珍
し
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
国
民
国
家
の
統
一
的
な
傘
の
下
で
抑
圧
さ

れ
て
き
た
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
、
近
代
以
来
の
長
年
の
闘

争
を
経
て
、つ
い
に
敵
に
打
ち
勝
ち
、社
会
文
化
的
認
知
に
加
え
て
、

政
治
行
政
的
な
実
体
的
枠
組
み
を
獲
得
し
た
「
成
功
の
軌
跡
」
と
解

さ
れ
て
い
る
。い
ま
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、文
字
通
り
「
地
域
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（Europe of Region

）」
の
構
想
が
実
現
し
た
か
の
よ
う
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
は
、
こ
の
よ
う
な
成
功
の
影
で
、
重
大
な

問
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
政
治
行
政

的
・
社
会
文
化
的
に
自
立
化
し
た
地
域
は
、
そ
の
制
度
的
空
間
と
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
相
応
し
い
、
適
切
な
政
治
行
政
的
統
治
の
実
態

（
行
政
能
力
、
政
治
的
代
表
な
ど
）
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務

を
負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
が
そ
の
責
務

を
果
た
す
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
際
競
争
力
維
持
の
要
請

や
Ｅ
Ｕ
の
安
定
成
長
協
定
に
伴
う
財
政
的
制
約
が
あ
る
現
代
で
は
、

至
難
の
業
で
あ
る
。

い
ま
地
域
が
抱
え
る
こ
の
課
題
は
、
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
か
つ
て
そ
の
敵
で
あ
っ
た
国
民
国
家
は
、「
国
家
」
に
対
応
す

る
「
国
民
」
を
作
り
上
げ
る
「
伝
統
の
創
造
」
と
い
う
桎
梏
を
背
負

い
続
け
て
き
た
。
地
域
が
目
下
直
面
し
て
い
る
の
は
、
一
見
そ
れ
と

は
逆
の
、
地
域
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
空
間
に
対
応
し
た
、

政
治
行
政
的
枠
組
み
を
実
体
化
さ
せ
る
「
統
治
の
創
造
」
と
い
う
責

務
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
課
題
に
は
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
定
の
「
領
域
（territory

）」
と
い
う
枠
組

み
に
つ
い
て
、
政
治
行
政
的
な
統
合
と
社
会
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
す
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
、つ
ま
り「
領

域
性
（territoriality

）」
の
問
題
と
理
解
で
き
る
。

本
稿
は
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
、

国
民
国
家
と
共
通
の
文
脈
で
あ
る
領
域
性
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
立
っ
た
上
で
、
探
究
の
視
角

と
し
て
地
域
開
発
の
歴
史
的
変
容
を
採
り
上
げ
る
。
地
域
開
発
は
、

近
代
国
家
の
成
立
以
来
、
国
家
へ
の
統
合
と
国
民
の
創
出
、
そ
の
裏

面
と
し
て
の
地
域
的
相
違
の
「
隠
蔽
」
に
向
け
た
重
要
な
政
策
手
段
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で
あ
り
、
国
家
に
関
す
る
領
域
性
の
成
否
を
占
う
支
柱
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
近
年
、
国
家
に
よ
る
地
域
開
発
と
い
う
伝
統
的
見
方
は
、

Ｅ
Ｕ
に
よ
る
独
自
の
地
域
政
策
の
展
開
と
地
方
分
権
下
で
の
地
域
に

よ
る
自
主
的
開
発
の
展
開
を
受
け
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
的
変
遷
に
目
を
向
け
る
の
は
、
領
域
性
の
問
題
の
歴

史
的
な
文
脈
の
変
容
を
理
解
し
、
地
域
の
抱
え
る
現
代
的
課
題
を
相

対
化
す
る
こ
と
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

具
体
的
事
例
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
地
域
開

発
の
問
題
を
採
り
上
げ
、
と
く
に
、
そ
の
主
要
な
手
段
と
し
て
始
動

し
た
二
つ
の
公
的
金
融
機
関
、
預
託
貸
付
公
庫
（Cassa D

epositi 
e Prestiti: CD

P

）
と
公
共
事
業
信
用
金
庫
（Consorzio di credito 

per le opere pubbliche: Crediop

）
の
役
割
に
注
目
し
て
検
討
し

て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
両
機
関
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
近
代
国
家
成

立
を
受
け
て
始
動
し
た
地
域
開
発
の
先
兵
と
し
て
創
設
さ
れ
た
起
源

を
有
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
地
域
問
題
へ
の
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
大
き
く
役
割
を
変
え
た
が
、
さ
ら
に

現
代
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
の
な
か
で

い
っ
そ
う
劇
的
な
変
化
を
経
験
し
て
い
る
。
地
域
開
発
と
い
う
観
点

か
ら
領
域
性
の
長
期
的
変
容
を
考
え
る
の
に
、
両
機
関
の
役
割
の
変

遷
は
、
格
好
の
素
材
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
領
域
性
概
念
の
意
義
と
問
題
を
概
観
し
た
後
、

一
九
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
統
一
以
後
現
代
ま
で
の
地
域
開
発
の
な

か
で
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
とCrediop

両
機
関
の
位
置
付
け
が
い
か
な
る
形
で

変
化
し
て
き
た
か
を
論
じ
た
上
で
、
最
後
に
地
域
と
領
域
性
の
関
係

に
つ
い
て
の
示
唆
を
ま
と
め
る＊

２

。

Ⅱ　

領
域
性
概
念
の
意
義
と
地
域
開
発

１　

領
域
性
概
念
に
お
け
る
「
三
位
一
体
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
近
代
以
降
、
各
地
で
ま
ず
主
権
国
家
を
確
立

し
、
国
家
に
相
当
す
る
国
民
を
作
り
出
す
試
み
が
進
ん
だ
結
果
、
国

民
国
家
が
出
現
し
た＊

３

。
主
権
国
家
形
成
の
過
程
で
は
、
国
家
が
境
界

に
よ
り
画
さ
れ
た
領
域
単
位
で
あ
り
、
そ
の
領
域
に
対
応
し
て
公
的

権
威
は
及
び
、
世
界
秩
序
の
基
本
単
位
は
明
確
な
領
域
と
独
占
的
な

公
的
権
威
を
帯
び
た
国
家
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
確
立
し
た
。
さ
ら

に
、
国
家
が
国
民
統
合
を
進
め
る
に
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
理

念
上
、
国
家
の
領
域
は
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
一
致
す
る
と

受
容
さ
れ
た
結
果
、
国
民
国
家
の
存
在
が
広
く
一
般
に
浸
透
し
て

い
っ
た
（A

nsell 2004

）。

領
域
性
の
概
念
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
発
展
と
軌
を
一
に
し

て
成
立
し
、
領
域
を
画
す
「
境
界
（boundaries

）」、
そ
の
範
囲
に

及
ぶ
「
権
威
（authority

）」、
そ
こ
に
帰
属
す
る
国
民
の
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
（identity

）」
の
束
と
理
解
で
き
る
。
境
界
と
は
、
他

国
に
対
す
る
政
治
軍
事
的
・
経
済
的
独
立
を
図
る
「
対
外
的
境
界

（external boundaries

）」
の
形
成
だ
け
で
は
な
く
、
国
家
が
国
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
や
公
的
私
的
主
体
（
領
主
・
貴
族
・
職
業
団

体
）な
ど
か
ら
の
自
律
的
権
力
を
確
立
す
る「
対
内
的
境
界（internal 

boundaries

）」
の
形
成
も
含
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（Bartolini 

2005

）。
次
に
、
権
威
は
、
国
家
が
領
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に

対
し
て
、
法
的
・
行
政
的
権
力
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
多
様
な
民
族
的
・
地
域
的
背
景
を
持
つ

人
々
が
、
ひ
と
つ
の
国
民
と
し
て
一
体
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

国
民
国
家
の
概
念
に
と
っ
て
、
境
界
・
権
威
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
三
要
素
は
、
い
わ
ば
「
三
位
一
体
」
を
成
し
、
不
可
分
で
あ

る
。
し
か
し
、そ
れ
は
当
然
な
が
ら
、厳
密
に
は
歴
史
的
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
、
民
族
や
地
域
の
相
違
を
覆
い
隠
し
な
が
ら
、

相
当
程
度
現
実
化
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
あ
る
は
ず
、
そ

う
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

領
域
性
概
念
の
三
位
一
体
は
、
国
民
国
家
を
肯
定
的
に
捉
え
る
者
、

否
定
的
に
捉
え
る
者
の
い
ず
れ
に
も
、
政
治
社
会
秩
序
を
捉
え
る
認

識
の
出
発
点
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

領
域
性
の
変
容
―
―「
分
解
」
か
ら「
再
編
」へ

し
か
し
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国
家
は
、
超
国
家
レ
ベ
ル
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｅ
Ｕ
統
合
、
お
よ
び
移
民
問
題
や
地
域
自
立
化
な

ど
国
内
の
亀
裂
に
よ
っ
て
、
内
外
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
。
国
民
国

家
と
対
応
し
て
き
た
領
域
性
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
根
本
的
な
見
直

し
を
求
め
る
議
論
が
起
き
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
国
際
政
治
学
者

ラ
ギ
ー
は
、
領
域
性
の
「
分
解
（unbundling

）」、
す
な
わ
ち
、
国

民
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
、
た
と
え
ば
国
際
組
織
、
州
、
地
方
自
治

体
、
企
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
力
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
Ｅ
Ｕ
の
拡
大
・
深
化
を
は
じ
め
、
各
国
で
起
き

る
イ
ス
ラ
ム
系
移
民
の
統
合
問
題
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
に

お
け
る
地
域
自
立
化
、
福
祉
政
策
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
非
公
的
主
体
の

活
躍
、食
品
衛
生
や
金
融
規
制
に
お
け
る
独
立
規
制
機
関（
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
）
の
隆
盛
な
ど
実
に
多
様
な
変
化
が
、
国
家
に
独
占
さ
れ
た

領
域
性
概
念
の
有
効
性
に
、
深
刻
な
挑
戦
を
突
き
付
け
た
。

た
だ
し
、こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、分
解
し
て
い
る
領
域
性
と
は
、

あ
く
ま
で
国
民
国
家
と
直
接
結
び
付
い
た
も
の
を
示
す
に
止
ま
る
こ

と
で
あ
る
。
領
域
性
に
つ
い
て
、
国
民
国
家
と
の
結
合
と
い
う
当
然

の
前
提
を
一
度
解
き
、「
境
界
に
よ
り
画
さ
れ
た
公
的
権
威
と
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
領
域
」
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
国
民
国
家
以
外
の

レ
ベ
ル
も
領
域
性
を
担
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
領
域
性

自
体
の
意
義
が
単
純
に
低
落
す
る
と
判
断
す
る
の
は
、
早
計
で
あ
る

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
は
、
領
域
性
の
意
義
は
低
落
す
る
ど
こ

ろ
か
、
む
し
ろ
復
活
・
再
活
性
化
と
も
呼
ぶ
べ
き
現
象
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
北
西
欧
諸
国
を
筆
頭
に
、
ネ
オ
コ
ー
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ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
的
政
労
使
協
調
の
後
退
と
そ
れ
に
対
応
し
た
地
域

的
民
族
的
亀
裂
の
争
点
化
現
象
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
若
松

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
政
策
を
事
例
に
、
雇
用
や
都
市
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
関
連
政
策
に
、
領
域
の
区
画
で
区
切
ら
れ
て
い
る
「
領
域
化

（territorialization
）」
の
現
象
が
進
展
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
若

松 2007

）。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
従
来

経
済
政
策
を
典
型
に
国
家
と
結
び
つ
き
な
が
ら
政
策
形
成
を
主
導
し

て
き
た
労
使
な
ど
「
職
能
的
（functional

）」
利
益
に
代
わ
り
、
領

域
的
利
益
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
変
容
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
現
代
の
領
域
性

は
、
分
解
で
は
な
く
「
再
編
（restructuring
）」
と
捉
え
る
べ
き

で
あ
る＊

４

。

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
領
域
性
の
再
編
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
現
実
化
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
地
域
の
自
立
化

へ
の
要
求
に
対
応
し
、
福
祉
国
家
拡
充
な
ど
で
肥
大
化
し
た
中
央

の
国
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
一
九
九
〇
年
代
の
Ｅ
Ｕ
成
立
と
相
前
後
し
て
地
方
分
権
は
加
速

し
、
た
と
え
ば
福
祉
政
策
で
は
、
国
家
が
提
供
す
る
公
的
年
金
や
社

会
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
が
低
下
し
、
広
域
自
治
体
や
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
移
譲
が
進
展
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
を
含

む
、
新
た
な
「
開
放
的
調
整
（
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）」
と
い
う
政
策
形
成
手
法

の
隆
盛
を
受
け
て
、
福
祉
国
家
の
統
一
性
と
権
威
は
揺
ら
ぎ
始
め
て

い
る＊

５

。
さ
ら
に
、
政
治
的
代
表
制
の
領
域
で
も
、
地
方
首
長
の
役
割

の
増
大
な
ど
、
政
治
的
競
合
の
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
、
地
域
の
意
義
は

飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
の
対
象
領
域
（
境

界
）、権
限
（
権
威
）、そ
の
効
果
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
の
担
い
手
・

焦
点
は
、
現
在
相
当
程
度
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
ま
さ
に
領
域
性
の
再

編
現
象
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

３　

領
域
性
の
再
編
と
地
域
開
発

　
　

  

―
―
国
家
に
よ
る
開
発
か
ら
多
層
的
秩
序
の
構
築
へ

地
域
開
発
の
変
容
は
、領
域
性
再
編
を
示
す
象
徴
的
政
策
で
あ
る
。

元
来
、
地
域
開
発
は
、
国
家
に
よ
る
国
内
統
合
の
有
力
な
手
段
と
し

て
、
国
家
形
成
以
来
の
長
い
伝
統
を
有
し
て
き
た
。
国
家
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
産
業
立
地
な
ど
の
施
策
を
行
使
し
な
が
ら
、
と
く
に
経

済
発
展
の
後
れ
た
地
域
を
包
摂
す
る
こ
と
で
、「
中
央
＝
周
辺
」
の

亀
裂
を
埋
め
、
国
民
の
一
体
性
を
保
つ
と
同
時
に
、
自
ら
の
正
統
性

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
地
域
開
発
は
、
経
済
的
発
展
と

い
う
直
接
の
視
野
を
超
え
て
、
領
域
性
の
形
成
・
確
立
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
政
策
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
、
地
域
開
発
の
意
義
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
社
会
支
出
の
肥
大
化
な
ど
に
よ
っ
て
国
家
財

政
が
逼
迫
し
、
九
〇
年
代
以
降
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｅ
Ｕ
の
安
定
成

長
協
定
の
拘
束
に
よ
っ
て
財
政
的
制
約
が
一
段
と
強
ま
る
な
か
で
、

国
家
は
地
域
開
発
に
従
来
ほ
ど
寛
大
な
資
源
を
振
り
向
け
ら
れ
な
く

な
っ
た＊

６

。

国
家
開
発
の
意
義
後
退
と
入
れ
替
わ
り
に
存
在
感
を
強
め
た
の

が
、Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
地
域
政
策
は
、「
構
造
基
金
（Structural 

Funds

）」
を
、
主
に
国
家
よ
り
下
の
レ
ベ
ル
の
広
域
自
治
体
を
対

象
に
配
分
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
後
進
地
域
の
発
展
や
衰
退
産
業
地

域
の
構
造
転
換
を
図
る
政
策
で
あ
る
。
超
国
家
レ
ベ
ル
の
Ｅ
Ｕ
と
地

域
が
直
接
的
関
係
を
持
ち
、
計
画
立
案
、
執
行
に
当
た
る
仕
組
み
を

通
じ
て
、
基
金
の
受
け
手
と
し
て
新
た
な
領
域
主
体
と
し
て
広
域
自

治
体
が
形
成
さ
れ
た
り
（
英
な
ど
）、
従
来
は
自
律
性
・
重
要
性
に

乏
し
い
領
域
主
体
が
能
力
を
向
上
さ
せ
た
り
す
る
例
（
仏
伊
な
ど
）

の
よ
う
に
、
各
国
の
境
界
形
成
の
あ
り
方
を
変
質
さ
せ
る
効
果
を
発

揮
し＊

７

、「
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
多
層
統
治
：
Ｍ
Ｌ
Ｇ
）」

の
成
立
を
導
い
た
と
い
わ
れ
る＊

８

。
Ｅ
Ｕ
の
地
域
政
策
の
実
効
性
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
従
来
の
国
民
国
家
中
心
の
領
域
性
概
念

を
大
き
く
変
え
る
潜
在
力
を
有
す
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
代
以
来
の
地
域
開
発
の
歴
史
的
変
容
は
、
国
民

国
家
の
形
成
、
発
展
、
そ
し
て
「
衰
退
」
と
密
接
に
呼
応
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
変
容
の
過
程
を
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、
イ
タ

リ
ア
の
地
域
開
発
の
変
化
を
、
そ
の
中
核
的
手
段
と
な
っ
て
き
た
二

つ
の
公
的
金
融
機
関
Ｃ
Ｄ
Ｐ
とCrediop

の
役
割
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
考
察
す
る
。

Ⅲ　

国
民
国
家
統
合
と
し
て
の
地
域
開
発

       

―
―
近
代
イ
タ
リ
ア
国
民
国
家
の
形
成
と
発
展
の
な
か
で

１　

自
由
主
義
時
代
の
地
域
開
発
―
―
公
的
金
融
の
離
陸

長
ら
く
分
裂
が
続
い
た
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
八
六
一
年
、
北
部
の

サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
国
が
主
導
の
軍
事
的
行
動
を
通
じ
て
、
よ
う
や
く

統
一
国
家
が
成
立
し
た
。
当
時
の
政
治
家
ダ
ゼ
ー
リ
ォ
の
言
葉
と
伝

え
ら
れ
た
、「
わ
れ
わ
れ
は
イ
タ
リ
ア
を
作
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
イ

タ
リ
ア
人
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
有
名
な
台
詞
は
、
自
由

主
義
国
家
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
国
家
の
政
治
指
導
者
た
ち
が
、
国
家

の
運
営
に
お
い
て
直
面
し
た
困
難
を
象
徴
し
た
。
こ
れ
ま
で
統
一
国

家
を
持
っ
た
経
験
が
な
く
、
地
域
の
独
立
性
・
多
様
性
に
き
わ
め
て

富
む
イ
タ
リ
ア
の
領
域
に
対
し
て
は
、
新
た
な
統
一
国
家
の
権
威
は

容
易
に
隅
々
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
。
揺
籃
期
の
国
家
の
一
体
性
を
確

保
し
、
国
民
の
支
持
を
取
り
付
け
る
に
は
、
中
央
・
地
方
の
政
治
行

政
機
構
の
確
立
と
並
ん
で
、
鉄
道
網
な
ど
の
全
国
を
覆
う
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
急
務
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
産
業
革
命
の
波
及
が
遅
く
、
一
九
世
紀
後
半

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
本
格
化
し
た
重
工
業
化
の
波
に
も
乗
り
遅
れ
た
イ

タ
リ
ア
で
は
、
産
業
投
資
は
も
ち
ろ
ん
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
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含
め
て
、
投
資
資
本
は
極
度
に
欠
乏
し
て
い
た
。
中
央
国
家
も
、
政

治
行
政
機
構
の
整
備
に
着
手
し
た
ば
か
り
の
状
況
で
は
、
徴
税
強
化

も
途
上
で
あ
り
、
公
共
投
資
の
資
本
調
達
は
困
難
で
あ
っ
た
。

慢
性
的
投
資
資
本
不
足
の
状
況
下
で
、
国
家
が
資
本
確
保
の
た
め

に
案
出
し
た
の
は
、
①
広
く
民
間
に
散
ら
ば
る
国
民
の
少
額
貯
蓄

を
、
②
有
利
な
国
家
補
償
を
付
し
て
惹
き
つ
け
る
、
③
全
国
に
拡

が
る
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
中
央
に
結
集
し
、
④

一
括
し
て
運
用
す
る
方
策
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
は
一
八
七
五
年
以

来
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
担
い
、
郵
便
貯
金
の
「
毛
細
血
管
（una 

raccolta capillare

）」
の
頂
点
に
位
置
す
る
公
的
金
融
機
関
と
し
て

活
動
を
開
始
し
た＊

９

。
そ
の
後
ま
も
な
く
一
八
九
八
年
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
は
国

庫
省
（M

inistero del T
esoro

）
内
部
の
総
局
の
ひ
と
つ
と
し
て
改

組
さ
れ
て
、
国
の
財
政
運
営
の
一
翼
と
し
て
よ
り
明
確
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、
と
く
に
地
方
公
共
団
体
の
公
共
事
業
実
施
に
伴
う
融
資
な
ど

に
、
枢
要
な
役
割
を
果
た
し
た
（D

e Cecco e T
oniolo 2000

）。

Ｃ
Ｄ
Ｐ
を
媒
介
と
し
た
国
家
に
よ
る
地
域
開
発
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
通
じ
て
地
方
を
中
央
に
結
び
付
け
る
国
家
統
合
、
さ
ら
に
多
様

な
地
方
に
国
家
の
存
在
を
意
識
さ
せ
る
国
民
統
合
の
有
力
な
手
段
と

な
っ
た
。
国
民
国
家
揺
籃
期
の
統
合
に
と
っ
て
、
数
々
の
『
ク
オ
ー

レ
』
を
通
じ
た
有
名
な
初
等
教
育
だ
け
で
な
く
、
地
域
開
発
も
、
実

践
的
効
果
を
企
図
し
て
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

２　

大
戦
間
期

近
代
国
民
国
家
の
確
立
に
向
け
た
公
的
金
融
活
用
は
、
決
し
て
順

調
な
歩
み
を
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
地
域
開
発
、
社
会
政
策
、
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
が
展
開
さ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
総
力
戦
の
経
験
を
経

て
も
な
お
、
根
深
い
地
域
的
亀
裂
と
い
う
問
題
は
克
服
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
と
く
に
、
経
済
的
発
展
が
後
れ
た
南
部
の
状
況
、
い
わ
ゆ

る
「
南
部
問
題
（Q

uestione m
eridionale

）」
に
は
、
解
決
の
糸

口
す
ら
見
出
せ
な
か
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
国
家
の
一
部
エ
リ
ー
ト
の
な
か
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課

題
を
解
決
す
る
に
は
、
よ
り
積
極
的
な
公
的
介
入
と
地
域
開
発
を
通

じ
た
経
済
発
展
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
鍵
は
、
産
業
投
資
や
地

方
公
共
投
資
を
担
う
公
的
金
融
制
度
の
抜
本
的
拡
充
に
あ
る
と
い
う

認
識
が
拡
が
っ
て
き
た
。
政
治
家
・
経
済
学
者
で
あ
る
Ｆ
・
ニ
ッ

テ
ィ
の
薫
陶
を
受
け
た
「
ニ
ッ
テ
ィ
主
義
者
（nittiani

）」
と
呼
ば

れ
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
（tecnici

）
は
、
通
常
の
行
政
機
関
と
は
異

な
る
中
央
銀
行
、
金
融
や
公
企
業
な
ど
各
種
の
半
公
的
機
関
を
拠
点

に
、
南
部
問
題
の
解
決
を
含
め
た
地
域
開
発
と
公
的
金
融
の
政
策
的

刷
新
に
乗
り
出
し
た
。

一
九
一
九
年
、Crediop 

が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
銀

行
の
改
革
、
産
業
復
興
公
社
（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
創
設
な
ど
一
連
の
公
的

金
融
枠
組
み
の
刷
新
の
過
程
で
あ
る
。
そ
の
核
と
な
っ
た
Ａ
・
ベ

ネ
ド
ゥ
ー
チ
ェ
、
Ｄ
・
メ
ニ
ケ
ッ
ラ
ら
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
は
、

Crediop 

に
公
共
事
業
へ
の
資
金
融
通
に
関
す
る
高
い
独
立
性
を
付

与
す
る
こ
と
で
、
財
政
均
衡
を
重
視
す
る
国
庫
省
な
ど
伝
統
的
官

僚
制
の
ラ
イ
ン
と
は
別
の
、
よ
り
強
力
な
開
発
を
実
現
す
る
道
を

志
向
し
た
（A

sso e D
e Cecco 1994

）。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
も
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
地
方
行
政
の
経
常
収
支
に
対
す
る
資
金
融
通
の

義
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
、Crediop 

や
イ
タ
リ
ア
動
産
公
庫
（
Ｉ
Ｍ

Ｉ
）
な
ど
の
持
ち
分
を
引
き
受
け
て
、
開
発
投
資
に
向
け
た
公
的
金

融
手
段
の
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
担
う
に
い
た
っ
た
。

地
域
開
発
の
積
極
化
の
潮
流
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
成
立
し
た

フ
ァ
シ
ズ
ム
独
裁
に
よ
る
、
地
方
に
対
す
る
中
央
統
制
・
統
合
の
強

化
策
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
メ
ニ
ケ
ッ
ラ
ら
の
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
中
核
と
は
別
個
に
、
よ
り
強

力
で
効
果
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
明
確
な
優
先
順
位
を
付
け
、

政
治
家
へ
の
便
宜
配
分
に
終
始
し
な
い
開
発
を
志
向
す
る
「
新
重
商

主
義
者
（neom

ercantilisti

）」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
機
能
強
化
と Crediop 

の
創
設
は
、
と
き
に
強

権
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
た
中
央
地
方
関
係
再
編
の

な
か
で
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
枠

組
み
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
が
崩
壊
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
民

主
制
に
も
、
制
度
的
遺
産
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
役
割

を
期
待
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

Ⅳ　

戦
後
国
家
の
成
立
と
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
化

       　

―
―
地
域
開
発
の
政
党
支
配

１　

戦
後
民
主
制
の
成
立
と
地
域
開
発
の
変
化

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
イ
タ
リ
ア
第
一
共
和
制
で
は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
独
裁
の
過
度
の
中
央
集
権
へ
の
反
省
か
ら
、「
保
障
主
義

（garantism
o

）」と
呼
ば
れ
る
権
力
分
散
的
な
統
治
制
度
設
計
が
採
用

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
多
元
的
な
政
治
体
制
の
統
合
役
と
な
っ
た
の

は
、
復
活
し
た
議
会
制
民
主
主
義
の
軸
た
る
政
党
勢
力
で
あ
る
。
政

党
は
、
戦
後
間
も
な
く
行
政
機
構
や
膨
大
な
半
公
共
機
関
に
影
響
力

を
拡
げ
、
そ
の
資
源
を
通
じ
て
社
会
に
支
持
を
植
え
付
け
る
こ
と
に

成
功
し
、他
国
と
比
べ
て
き
わ
め
て
大
き
な
権
力
を
行
使
し
た
た
め
、

そ
の
政
治
体
制
は
「
政
党
支
配
体
制（partitocrazia

）」と
呼
ば
れ
た
。

地
域
開
発
の
路
線
も
、
中
央
集
権
の
抑
制
と
政
党
の
影
響
力
拡
大

と
い
う
傾
向
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
か
ら

四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
自
律
的
運
営
に
よ

る
強
力
な
集
権
的
発
展
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
戦
後
の
民
主
主
義
の
下

で
は
忌
避
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
地
域

開
発
向
け
資
金
提
供
の
役
割
は
大
き
く
低
下
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
性

格
は
、
も
っ
ぱ
ら
国
庫
省
下
の
機
関
と
し
て
、
そ
の
財
政
的
必
要
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性
に
応
じ
た
資
金
融
通
（
国
債
引
き
受
け
な
ど
）
や
地
方
財
政
の
赤

字
穴
埋
め
役
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
他
方 Crediop 

は
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
独
裁
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
関
与
が

よ
り
強
か
っ
た
た
め
に
、
戦
後
の
位
置
づ
け
は
い
っ
そ
う
不
安
視

さ
れ
た
。
戦
後
復
興
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
資
金
の
運
営
参
加

は
拒
否
さ
れ
、
積
極
的
な
公
共
投
資
計
画
の
主
導
も
政
府
や
中
央

銀
行
の
反
対
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
総
裁
も
与
党
系

の
政
権
に
忠
実
な
人
物
へ
と
交
代
さ
せ
ら
れ
、
機
関
と
し
て
の
独

自
性
の
発
揮
の
余
地
は
消
し
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（D

e Cecco e 
T

oniolo 2000; A
sso e D

e Cecco 1994
）。

代
わ
っ
て
、
地
域
開
発
の
手
段
は
、
南
部
開
発
公
庫
な
ど
各
種

の
公
庫
、
地
方
銀
行
、
貯
蓄
金
庫
な
ど
へ
と
多
元
化
し
た
。
こ
れ

ら
の
金
融
機
関
は
、
地
域
ご
と
に
独
立
性
の
高
い
運
営
が
特
徴
で

あ
り
、
地
方
の
利
害
に
浸
透
さ
れ
や
す
か
っ
た
。
そ
し
て
、
地
方

に
お
け
る
利
害
調
整
と
中
央
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
た
の
は
、
そ

の
地
域
で
影
響
力
を
持
つ
政
党
政
治
家
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と Crediop 

の
地
位
衰
退
に
示
さ
れ
た
よ
う

に
イ
タ
リ
ア
近
代
統
一
国
家
成
立
以
来
の
伝
統
的
な
手
段
で
あ
る

中
央
主
導
の
地
域
開
発
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
挫
折
し
た
一
方
、

戦
後
の
地
域
開
発
は
政
党
に
よ
る
利
益
誘
導
（
政
治
的
ク
ラ
イ
エ
ン

テ
リ
ズ
ム
）
の
道
具
と
な
り
な
が
ら
、
よ
り
地
域
の
利
害
を
反
映

す
る
こ
と
で
包
摂
を
進
め
る
方
向
へ
と
変
質
し
た
の
で
あ
る
。
寛

大
な
地
域
開
発
へ
の
資
金
供
給
は
、
南
部
問
題
な
ど
地
域
的
亀
裂

の
顕
在
化
を
一
定
程
度
抑
制
す
る
効
果
を
有
し
た
。

２　

戦
後
国
家
の
危
機
と
地
域
開
発

一
九
六
〇
年
代
以
降
、イ
タ
リ
ア
で
は
、経
済
が
停
滞
し
、中
央
・

地
方
と
も
に
財
政
悪
化
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
に
は
、
普

通
州
制
度
の
導
入
を
機
に
、
分
権
化
へ
の
転
換
が
始
ま
っ
た
が
、
十

分
な
財
源
委
譲
を
伴
わ
な
か
っ
た
た
め
、
地
方
財
政
は
い
っ
そ
う
悪

化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
地
域
開
発
の
あ
り
方
は
、

大
き
な
修
正
を
求
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

地
方
財
政
悪
化
の
一
因
は
、州
・
県
・
コ
ム
ー
ネ
（
基
礎
自
治
体
）

が
、
地
域
開
発
や
公
共
事
業
を
行
う
際
、
十
分
な
財
政
的
裏
づ
け
を

欠
く
ま
ま
支
出
を
拡
大
し
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時
中
央
の
国
庫
省

が
、
国
家
財
政
再
建
の
た
め
に
地
方
へ
の
財
政
移
転
を
削
減
し
て
い

た
事
情
も
関
係
し
て
、
地
方
財
政
の
赤
字
は
急
拡
大
し
た
。

機
関
設
立
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と Crediop 

は
、
危

機
に
陥
っ
た
地
方
開
発
を
救
う
役
割
を
果
た
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
両
機
関
は
、
む
し
ろ
中
央
・
地
方
も
含
め
た
赤
字
の
穴
埋
め

を
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
一
方
、
地
域
開
発
へ
の
資
金
提
供
の
役
割

は
一
段
と
制
限
さ
れ
て
い
っ
た＊＊

＊

。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
非
合
理
的
な
地
域
開
発
の
軌
道
修
正
を
意
味

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
種
の
公
庫
や
地
方
金
融
機
関
な
ど
か
ら
成

る
高
度
に
多
元
的
で
、
地
域
や
政
治
の
圧
力
に
弱
い
地
域
金
融
の
制

度
下
で
は
、
需
要
歯
止
め
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
現
実
に
、
公
共

事
業
へ
の
資
金
提
供
は
、
経
済
的
合
理
性
を
は
る
か
に
超
え
て
拡
大

し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
政
党
勢
力
が
経
済
危
機
の
な
か
で
の
支
持

調
達
の
た
め
に
、
公
共
事
業
な
ど
を
通
じ
た
利
益
誘
導
へ
の
依
存
を

い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
政
治
状
況
が
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な

る
と
、
徐
々
に
改
革
の
構
想
も
浮
上
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
決
定

打
と
は
な
ら
ず
、
問
題
は
九
〇
年
代
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。

Ⅴ　

地
域
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化

　
　

 

―
―
戦
後
国
家
の
崩
壊
と
地
域
開
発
ガ
バ
ナ
ン
ス

一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
の
強
化
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
へ
の
適
応
と
い
う
二
つ
の
課
題
が
差
し
迫
っ
て

い
た
。
し
か
し
、戦
後
成
立
し
た
第
一
共
和
制
は
、財
政
赤
字
膨
張
、

政
党
批
判
、
汚
職
摘
発
の
荒
波
の
な
か
で
失
格
の
烙
印
を
押
さ
れ
、

崩
壊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

政
党
支
配
体
制
を
崩
壊
に
追
い
や
っ
た
重
要
な
要
因
と
し
て
、
そ

の
基
盤
を
支
え
て
き
た
、
寛
大
な
地
域
開
発
と
い
う
戦
後
国
家
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
、
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
点
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
財
政
破
綻
、
政
党
支
持
の
衰
退
、
汚
職
拡
大
の
い
ず
れ
も
、

戦
後
イ
タ
リ
ア
の
地
域
開
発
に
お
け
る
歪
み
の
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ

は
戦
後
国
家
の
正
統
性
自
体
を
危
機
に
さ
ら
す
事
態
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
第
一
共
和
制
か
ら
の
体
制
移
行
と
新
た
に
成
立
し

た
第
二
共
和
制
で
も
、
Ｅ
Ｕ
統
合
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
両
課
題
に
対

応
す
べ
く
、
地
域
開
発
の
抜
本
的
見
直
し
が
争
点
と
な
っ
た
の
は
当

然
で
あ
る
。
ま
ず
、
Ｅ
Ｕ
統
合
、
と
く
に
そ
の
地
域
政
策
は
、
イ
タ

リ
ア
の
地
域
開
発
の
あ
り
方
に
直
接
変
化
を
及
ぼ
し
た
。
一
九
八
〇

年
代
末
の
制
度
改
革
を
通
じ
て
大
き
く
発
展
し
た
Ｅ
Ｕ
の
地
域
政
策

は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
経
済
的
発
展
が
後
れ
た
南
部
な
ど
の
地
域

の
開
発
を
相
当
程
度
代
替
し
、
州
な
ど
配
分
対
象
と
な
っ
た
地
域
の

政
策
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
潮
流

は
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
地
方
分
権
の
加
速
化
と
相
俟
っ
て
、
地

域
開
発
に
お
け
る
自
律
性
拡
大
を
導
い
た＊＊

＊

。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
ま
た
、
地
域
開
発
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と Crediop 

と
い
う
伝
統
的
な
公
的
金
融

機
関
の
激
変
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
は
、
一
九
九
〇
年
代

に
、
国
庫
省
か
ら
の
自
律
性
を
高
め
、
Ｅ
Ｕ
の
規
制
に
適
合
す
る

よ
う
に
大
幅
な
制
度
変
更
が
行
わ
れ
た
後
、
二
〇
〇
三
年
に
は
株

式
会
社
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。Crediop 

は
一
九
九
二
年
に
株
式

会
社
化
さ
れ
た
後
、
一
九
九
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
共
事

業
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
向
け
の
金
融
機
関 D

exia 

の
傘
下
に
入
っ
た

（Salvem
ini 2002

）。

い
ま
や
イ
タ
リ
ア
の
地
域
開
発
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
や Crediop 

の
よ

う
に
中
央
か
ら
の
公
的
金
融
に
も
っ
ぱ
ら
依
存
す
る
の
で
も
な
く
、

政
党
政
治
家
の
利
益
誘
導
と
一
体
と
な
っ
た
各
種
の
公
的
・
半
公
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的
・
民
間
機
関
の
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
存
す
る
の
で
も
な
く

な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
構
造
基
金
、
起
債
や
金
融
機
関
の
融
資
な
ど

国
外
も
含
む
市
場
か
ら
の
調
達
も
増
大
し
て
、
そ
の
経
路
は
従
来
よ

り
は
る
か
に
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
拡
が
り
と
深
化
を
示
す
と
同
時
に
、
国
民

国
家
の
伝
統
的
統
合
手
段
と
し
て
の
地
域
開
発
の
意
義
を
、
根
底
か

ら
問
い
直
し
て
い
る
。

ま
と
め
―
―
地
域
開
発
の
歴
史
的
変
容
と
領
域
性

以
上
本
稿
で
は
、
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
地
域
の
問
題
を
考

え
る
た
め
に
、
近
代
国
民
国
家
の
基
本
的
概
念
で
あ
っ
た
領
域
性
の

概
念
に
注
目
し
、
そ
の
変
化
を
考
察
す
る
視
角
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
地
域
開
発
の
歴
史
的
変
容
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、

地
域
開
発
の
変
化
の
事
例
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、「
地
域
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
い
う
新
し
い
秩
序
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
支
持

す
る
だ
ろ
う
か
。
地
域
は
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
相
応
し
い

政
治
行
政
能
力
を
生
み
出
し
、
国
民
国
家
が
挫
折
し
た
課
題
を
克
服

す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

イ
タ
リ
ア
の
地
域
開
発
の
事
例
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
、

両
義
的
な
答
え
を
提
起
し
て
い
る
。
確
か
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
や Crediop 

の
後
退
を
見
れ
ば
、
国
民
国
家
の
領
域
性
を
強
化
す
る
核
と
し
て
の

地
域
開
発
は
、
も
は
や
役
割
を
終
え
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
他
方
、地
域
に
つ
い
て
は
、中
央
と
の
比
較
で
み
れ
ば
、

地
域
開
発
に
お
け
る
役
割
は
向
上
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

同
時
に
、
地
域
自
身
に
よ
る
開
発
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ベ
ル
の
地

域
政
策
や
金
融
規
制
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
国
際
市
場
へ
の
適
応

な
ど
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
枷
を
は
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、イ
タ
リ
ア
の
地
域
が
、多
様
な
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
基
づ
く
政
治
行
政
的
自
立
化
を
達
成
す
る
ほ
ど
強
い
能
力
を

獲
得
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
不
透
明
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
地
域
開
発
が
、
国
民
国
家
の
呪
縛
か
ら
再
浮
上
し
つ
つ
あ
る

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
す
る
効
果
を
持
つ
か
ど
う
か
も

不
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
イ
タ
リ
ア
に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
地
域
開
発
に
も
大
筋
で
妥

当
す
る
。
地
域
が
、
そ
れ
独
自
の
領
域
性
を
確
立
し
、
国
民
国
家
に

匹
敵
す
る
ア
ク
タ
ー
と
な
る
ま
で
に
は
、
長
い
道
程
が
待
ち
受
け
て

い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
事
例
は
、
二
〇
世
紀
末
以
来
、
地

域
の
自
立
化
に
向
か
う
変
化
の
速
度
が
、
い
か
に
速
い
も
の
で
あ
る

か
も
ま
た
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
は
、「
地
域
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
」
と
い
う
秩
序
が
、
揺
籃
期
か
ら
成
長
期
に
入
る
か
、
新
た
な
領

域
性
の
担
い
手
が
確
立
す
る
か
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
時
代
に
入
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

◉
注

＊
１　

以
下
で
言
及
す
る
地
域
と
は
、
基
本
的
に
は
、
国
家
内
に
あ
る
広

域
自
治
体
、
県
、
基
礎
自
治
体
な
ど
の
行
政
単
位
を
表
す
が
、
イ
タ
リ

ア
の
南
部
な
ど
一
定
の
地
理
的
範
囲
を
指
す
場
合
も
あ
る
。

＊
２　

本
稿
の
考
察
は
、
伊
藤
（2007

）
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
を
含
む
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
仏
伊

西
に
お
け
る
『
連
邦
主
義
』
改
革
―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

化
と
『
領
域
性
』
再
編
の
政
治
」（
課
題
番
号
一
八
七
三
〇
〇
九
一
）
お

よ
び
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
公
的
金
融
機
関
の
政
治
的
役
割
と
中
央
地
方

関
係
の
変
容
―
―
日
仏
伊
に
お
け
る
史
的
展
開
の
比
較
分
析
」（
主
査
：

中
山
洋
平
東
京
大
学
准
教
授
）
の
成
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
中
山
氏
お

よ
び
拙
稿
に
つ
い
て
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ら
れ
た
川
嶋
周
一
氏（
明

治
大
学
）
に
は
と
く
に
謝
意
を
表
す
る
。

＊
３　

国
家
形
成
・
国
民
国
家
形
成
の
理
論
的
歴
史
的
側
面
に
つ
い
て

は
、T

illy

（1975

）、Rokkan

（1999

）
を
参
照
。

＊
４　

領
域
性
概
念
の
問
題
全
般
に
関
し
て
は
、
伊
藤
（2007

）
を
参
照
。

＊
５　

こ
の
変
化
は
、
い
わ
ば
「
主
権
福
祉
国
家
（sovreign w

elfare 
state

）」
か
ら
「
半
主
権
的
福
祉
国
家
（sem

i-sovreign w
elfare 

state

）」
へ
の
転
換
と
も
呼
ぶ
べ
き
現
象
と
し
て
、
地
域
の
役
割
へ
の

注
目
を
高
め
て
い
る
。

＊
６　

今
日
政
策
と
し
て
、
物
的
資
源
配
分
の
政
治
へ
の
関
与
よ
り
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
へ
の
影
響
力
行
使
に
焦

点
が
移
行
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

＊
７　

地
域
政
策
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
（2006

）
を
参
照
。

＊
8　

マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
に
つ
い
て
は
、M

arks and 
H

ooghe

（2003

）
を
参
照
。

＊
9　

こ
の
よ
う
な
少
額
の
民
間
貯
蓄
の
活
用
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

産
業
化
の
資
本
調
達
と
い
う
手
法
は
、
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
比
較

的
重
工
業
化
が
遅
く
、
そ
の
た
め
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
不
十
分

だ
っ
た
国
（
フ
ラ
ン
ス
の
Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
日
本
の
財
政
投
融
資
制
度
な
ど
）

に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
。N

akayam
a

（2007

）、N
akayam

a and Ito

（2008

）
を
参
照
。

＊
10　

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
地
方
公
共
事
業
向
け
融
資
は
、

全
体
支
出
の
三
分
の
一
を
す
で
に
割
り
込
ん
だ
。

＊
11　

政
策
立
案
能
力
の
乏
し
い
地
域
の
場
合
は
と
く
に
、国
の
関
与
（
国

庫
省
開
発
政
策
局
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
支
援
な
ど
）
が
依
然
と
し
て
重
要
な
事
例

も
あ
る
。
伊
藤
（2006

）
参
照
。
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